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る［Hulme and Murphree 2001］。アフリカ熱帯雨林の 16の保護区の状況を比較した Struhsaker et al.
［2005］は、「保護区の成功」と「住民の態度」が強く相関していることを示している。有効な保


















自然に依存して暮らす地域住民の抵抗を招き、十分な成果をあげられなかった［Western et al. 1994; 
Hulme and Murphree 2001］。そのため 1980年代以降、保全パラダイムは、地域住民への権限移譲
と公正な利益配分を掲げた「住民参加型保全」へと転換した［Western et al. 1994］。また、開発分
野で人間開発・社会開発を重視した参加型開発［Chambers 1983］が主流になると、保全と開発の
両立を目指したプロジェクトが展開した［Wells et al. 1992］。 
しかしながら、保全と地域住民の対立は依然として解消されておらず、保全と開発の統合プロ
ジェクトの成功例もほとんどない［Hackel 1999; Hughes and Flintan 2001; Hulme and Murphree 2001］。
もともと相対立する保全と開発の両立という考え自体が幻想であるという指摘［Christensen 2004］
「住民参加」によるアフリカ熱帯雨林の保全と開発に向けて 




る［Cooke and Kothari 2001］。実際に、地域住民が主体的に環境保全の担い手になる場合もあるが、
個人レベルの行動から組織的・政治的な運動にいたるまで、さまざまなかたちで保全政策に抵抗
する例も少なくない［岩井 2014; 西崎 2009］。 
熱帯雨林地域においても、保全政策の主導権は政府や国際 NGOなどが握っており、住民に付与






































ムカラバ・ドゥドゥ国立公園（Le Parc National de Moukalaba-Doudou: PNMD）は、ガボン南西部
に位置し、面積は 5028平方キロメートルである（図 1）。1962年に設立された保護区が 2002年に
国立公園化されて成立した。森林とサバンナのモザイク状の景観が特徴で、生物多様性が高く、
大型類人猿をはじめとする絶滅危惧種が多数生息している。周辺地域の人口密度は 0.8 人／平方
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地域住民は西バントゥー系の言語グループに分類され、多数派であるプヌ（Punu）のほか、ブ
ング（Vungu）、バラマ（Varama）などの民族によって構成される［Guthrie 1967-71; Perrois and 
Grand-Dufay 2008］。彼らは、数百年前にコンゴ共和国側から移住してきた人々であり、現在はガ















































動物性タンパク質食料の 86%を占める［Matsuura and Moussavou in press］。これには、国立公園化
をはじめとする近年の保全活動が影響している。国立公園化以前の 1998 年に調査をおこなった
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